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国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月11日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 6月1日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 6月1日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 6月1日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 6月1日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 6月1日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日

5 2015（平成27年）

省エネ住宅ポイント制度　一定の省エネ性能がある住宅の新築やリフォームに対して
地域産品や商品券などと交換できるポイントを発行する制度。新築・リフォームの場合、
平成26年12月27日以降の工事契約（一定の完成済新築住宅購入の場合は同日前までに完
成し27年２月３日以降に売買契約）からポイント制度の対象になります。
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５月号─2

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
・

介
護
休
業
法
で
は
、
妊
娠
・
出
産
、

育
児
休
業
等
を
理
由
と
し
て
解
雇
等

の
不
利
益
取
扱
い
を
行
う
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
に
、

妊
娠
に
伴
う
軽
易
業
務
へ
の
転
換
を

契
機
と
し
た
降
格
処
分
は
無
効
と
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
高
裁
判
決
破
棄
・

差
し
戻
し
と
し
た
最
高
裁
判
所
の
判

決
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
と
育
児
・
介

護
休
業
法
の
解
釈
通
達
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
お
よ
び
関
連
事
項
に
つ

い
て
触
れ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

一
　
背
景
と
な
っ
た
事
件

①　

妊
娠
中
の
女
性
の
希
望
に
よ
り

軽
易
な
業
務
へ
の
転
換
注
を
実
施
。

②　

①
に
伴
っ
て
副
主
任
の
職
を
降

格
。

③　

育
児
休
業
の
終
了
を
終
え
復
職

し
た
後
も
副
主
任
に
は
任
ぜ
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
前
述
の
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

注　

労
働
基
準
法
六
五
条
三
項
で
、

「
使
用
者
は
、
妊
娠
中
の
女
性
が

請
求
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
他

の
軽
易
な
業
務
に
転
換
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

二
　
解
釈
通
達
の
変
更
等

　

最
高
裁
判
所
の
判
決
を
踏
ま
え
て

改
正
（
追
加
）
さ
れ
た
通
達
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

㈠
　
妊
娠
中
の
軽
易
業
務
へ
の
転
換

を
「
契
機
と
し
て
」
降
格
処
分
を

行
っ
た
場
合

原
則

　
　

妊
娠
中
の
軽
易
業
務
へ
の
転
換

を
理
由
と
し
て
降
格
し
た
と
解
さ

れ
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
違

反
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

例
外

　
　

次
の
場
合
は
、「
違
反
に
当
た

ら
な
い
」
と
さ
れ
ま
す
。

①　

降
格
す
る
こ
と
な
く
軽
易
業
務

に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
業
務
上
の

必
要
性
か
ら
支
障
が
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
そ
の
必
要
性
の
内
容
・

程
度
、
降
格
に
よ
る
有
利
・
不
利

な
影
響
の
内
容
・
程
度
に
照
ら
し

て
均
等
法
の
趣
旨
・
目
的
に
実
質

的
に
反
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特

段
の
事
情
が
存
在
す
る
と
き
。

②　

軽
易
業
務
へ
の
転
換
や
降
格
に

よ
り
受
け
る
有
利
・
不
利
な
影
響
、

降
格
に
よ
り
受
け
る
不
利
な
影
響

の
内
容
や
程
度
、
事
業
主
に
よ
る

説
明
の
内
容
等
の
経
緯
や
労
働
者

の
意
向
等
に
照
ら
し
て
、
労
働
者

の
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
降
格

を
承
諾
し
た
も
の
と
認
め
る
に
足

り
る
合
理
的
な
理
由
が
客
観
的
に

存
在
す
る
と
き
。

㈡
　
妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
等
を

「
契
機
と
し
て
」
不
利
益
取
扱
い

を
行
っ
た
場
合

原
則

　
　

妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
等
を

理
由
と
し
て
不
利
益
取
扱
い
を
行

っ
た
と
解
さ
れ
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に

違
反
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

例
外

　
　

次
の
場
合
は
、「
違
反
に
当
た

ら
な
い
」
と
さ
れ
ま
す
。

①　

業
務
上
の
必
要
性
か
ら
支
障
が

あ
る
た
め
そ
の
不
利
益
取
扱
い
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
、
そ

の
業
務
上
の
必
要
性
の
内
容
や
程

度
が
、
法
の
規
定
の
趣
旨
に
実
質

的
に
反
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ

る
ほ
ど
に
、
不
利
益
取
扱
い
に
よ

り
受
け
る
影
響
の
内
容
や
程
度
を

上
回
る
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事

情
が
存
在
す
る
と
き
。

②　

契
機
と
し
た
事
由
又
は
そ
の
取

扱
い
に
よ
り
受
け
る
有
利
な
影
響

が
存
在
し
、
か
つ
、
労
働
者
が
そ

の
取
扱
い
に
同
意
し
て
い
る
場
合

に
、
有
利
な
影
響
の
内
容
や
程
度

が
そ
の
取
扱
い
に
よ
る
不
利
な
影

響
の
内
容
や
程
度
を
上
回
り
、
事

業
主
か
ら
適
切
に
説
明
が
な
さ
れ

る
等
、
一
般
的
な
労
働
者
で
あ
れ

ば
同
意
す
る
よ
う
な
合
理
的
な
理

由
が
客
観
的
に
存
在
す
る
と
き
。

　

な
お
、「
契
機
と
し
て
」
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
そ
の
事
由
が
発
生
し

て
い
る
期
間
と
時
間
的
に
近
接
し
て

不
利
益
取
扱
い
が
行
わ
れ
た
か
否
か

を
も
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
等
に
伴
う
労
務
の
取
扱
い



3─５月号

　

例
え
ば
、
育
児
休
業
を
請
求
・
取

得
し
た
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取

扱
い
の
判
断
に
際
し
、
定
期
的
に
人

事
考
課
・
昇
給
等
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
請
求
後
か
ら
育
児
休
業

満
了
後
の
直
近
の
人
事
考
課
・
昇
給

等
の
機
会
ま
で
の
間
に
、
不
利
益
な

評
価
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、「
契
機

と
し
て
」
行
わ
れ
た
も
の
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

三
　
企
業
の
対
応

　

二
で
触
れ
た
例
外
の
取
り
扱
い
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
降
格
等
の
処
分
が

一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
休
業
等
を
契
機
と
す
る
労
働
条

件
等
の
変
更
を
め
ぐ
っ
て
争
い
と
な

っ
た
際
に
は
、
例
外
事
由
に
該
当
す

る
こ
と
を
事
業
主
が
立
証
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

改
正
さ
れ
た
通
達
で
は
、
違
法
と

さ
れ
な
い
対
応
に
つ
い
て
の
具
体
例

や
程
度
、
判
断
目
安
等
は
明
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
労
働
者
に

対
し
、
降
格
そ
の
他
の
変
更
を
行
う

理
由
や
必
要
性
な
ど
を
十
分
に
説
明

し
、
理
解
や
同
意
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働

局
や
専
門
家
と
相
談
し
、
当
事
者
同

士
話
し
合
い
の
上
で
実
施
を
し
て
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

四
　
妊
娠
・
出
産
等
に
伴
う

関
連
事
項

　

妊
娠
・
出
産
、
育
児
休
業
等
を
理

由
と
す
る
解
雇
等
の
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止
の
他
に
も
、
会
社
が
「
す
べ

き
こ
と
」「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

と
し
て
様
々
な
定
め
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

㈠
　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

　

ま
ず
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
お
け
る
母
性
健
康
管
理
の
措
置
に

つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

事
業
主
は
、
女
性
労
働
者
が
妊
産

婦
の
た
め
の
保
健
指
導
又
は
健
康
診

査
を
受
診
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①　

妊
娠
中
に
健
康
診
査
等
を
受
診

す
る
た
め
に
確
保
す
る
回
数

・
妊
娠
二
三
週
ま
で
は
四
週
に
一

回
・
妊
娠
二
四
週
か
ら
三
五
週
ま
で

は
二
週
に
一
回

・
妊
娠
三
六
週
以
後
出
産
ま
で
は

一
週
に
一
回

②　

出
産
後
一
年
以
内

　
　

医
師
等
の
指
示
に
従
っ
て
必
要

な
時
間

　

ま
た
、
妊
娠
中
及
び
出
産
後
の
女

性
労
働
者
が
、健
康
診
査
等
を
受
け
、

医
師
等
か
ら
指
導
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
女
性
労
働
者
が
受
け
た
指
導
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
、事
業
主
は
勤
務
時
間
の
変
更
、

勤
務
の
軽
減
等
必
要
な
措
置
（
例
：

時
差
通
勤
、
勤
務
時
間
の
短
縮
、
休

憩
時
間
の
延
長
、
休
憩
回
数
の
増
加

な
ど
）
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

㈡
　
労
働
基
準
法

　

就
業
制
限
事
項
と
し
て
次
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

①　

産
前
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
：
一

四
週
間
）
で
あ
っ
て
、
女
性
が
請

求
し
た
場
合
は
就
業
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
産
後
八
週
間
は
女
性
を

就
業
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
産
後
六
週
間
を
経
過
後

に
、
女
性
本
人
が
請
求
し
、
医
師

が
支
障
な
い
と
認
め
た
業
務
に
つ

い
て
は
、
就
業
さ
せ
る
こ
と
は
さ

し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
）。

②　

妊
娠
中
の
女
性
が
請
求
し
た
場

合
に
は
、
他
の
軽
易
な
業
務
に
転

換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③　

妊
産
婦
等
を
妊
娠
、
出
産
、
哺

育
等
に
有
害
な
業
務
に
就
か
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

④　

変
形
労
働
時
間
制
（
フ
レ
ッ
ク

ス
を
除
く
）
が
と
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
妊
産
婦
が
請
求
し
た

場
合
に
は
、
一
日
及
び
一
週
間
の

法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑤　

妊
産
婦
が
請
求
し
た
場
合
に
は
、

時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
、
又
は

深
夜
業
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑥　

生
後
満
一
年
に
達
し
な
い
生
児

を
育
て
る
女
性
は
、
一
日
二
回

各
々
少
な
く
と
も
三
十
分
の
育
児

時
間
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
経
営
者
や

人
事
・
労
務
の
担
当
者
だ
け
で
は
な

く
、
現
場
の
責
任
者
・
一
般
労
働
者

に
も
周
知
し
、
制
度
の
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
職
場
の
円
滑
な
運
営
、
協

力
体
制
の
構
築
や
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避

を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



５月号─4

　社会保険の標準報酬月額は、被保険者の
報酬月額（賞与を年４回以上支給の場合は
賞与額を含む）に基づいて算定されますが、
報酬等の全部又は一部が通貨以外のもの
（現物給与）で支払われる場合には、厚生
労働大臣がその価額を定めています。
　この現物給与の価額が、平成27年４月
から改定されました。
①　現物給与とは
　　住宅の貸与、食事等で支給するものを
現物給与といい、それを通貨に換算した
うえで金銭と合算し、標準報酬月額を求
めます。

　　今回は「食事」の現物給与価額として
都道府県ごとに定められている金額が変
更となりました（栃木県は変更ありませ
ん）。

　　食事は、「１か月」「１日」「朝食」「昼食」
「夜食」と細かく定められ、住居について

は畳１畳あたりの額が定められています。
②　現物給与価額を改定したとき
　　現物給与価額の改定は、固定的賃金の
変動に該当します。
　　固定的賃金の変動に伴って標準報酬月
額の等級に２等級以上の差が生じるとき
は「被保険者報酬月額変更届」を提出す
ることとされていますので、給与計算や
社会保険の手続きを担当される方は注意
を要します。
③　職場と住居の都道府県が異なるとき
　　職場と住居のある都道府県が異なると
きは、職場のある都道府県で定められた
価額を用います。
　　また、派遣労働者の場合は、実際に勤
務する場所（派遣先）ではなく、派遣元
の事業所がある都道府県の価額により計
算します。

　制度の詳細は、日本年金機構のWEBサ
イトをご覧いただくか、最寄りの年金事務
所にお問い合わせください。

　外国人を雇い入れたときは、公共職業安
定所への届出が必要です。
　雇用保険の被保険者となる要件を満たす
者の場合は、「雇用保険被保険者資格取得
届」の備考欄に、在留資格、在留期間、国籍・
地域、資格外活動許可の有無を記載するこ
とで外国人雇用状況の届出を行ったものと
して扱われます。
　手続き期限は、雇用保険の資格取得届（雇
い入れた月の翌月10日まで）の提出期限
と同様です。
　雇用保険の被保険者となる要件を満たさ
ない場合は、「外国人雇用状況届出書」に
必要事項を記載し、公共職業安定所に届出
をします。届出様式はハローワークの窓口
のほか、厚生労働省WEBサイトからダウ
ンロードすることもできます。
　手続き期限は、雇い入れた月の翌月の末
日までとされています。

　

企
業
の
自
主
的
な
働
き
方
改
革

（
長
時
間
労
働
の
抑
制
・
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
）
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
二
十
七
年
一
月
よ
り
、
厚

生
労
働
省
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
お
い

て
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
が
開
設
・
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
で
は
、
企
業
向
け
・
社
員

向
け
に
設
け
ら
れ
た
診
断
ペ
ー
ジ
、

専
用
指
標
に
よ
っ
て
企
業
診
断
が
で

き
る「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
指
標
」、

「
企
業
に
お
け
る
取
組
事
例
」
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
労
働
や
休
暇
が
取
れ
な
い

状
況
の
恒
常
化
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
へ
の
影
響
、
生
産
性
の
低
下
、
離

職
率
の
上
昇
な
ど
企
業
に
と
っ
て

様
々
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
働
き
方
の
見
直
し

や
改
善
の
際
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

現物給与の価額改定

外国人を
雇い入れたときの届出働

き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト


